
2020 年 2 月 28 日 ＪＤ講座パネルディスカッション 

 

■あらためて「やまゆり園事件」を問うー障害者権利条約と優生思想」 

毎日新聞くらし医療部 上東麻子 kamihigashi-a@mainichi.co.jp 

 

１． 事件の全体について 

〇入所施設で起きた事件 

・やまゆり園規模の全国の入所施設、利用者の４割以上が２５年以上入所。 

・入所者は重度高齢化（５０代以上が４２％、支援区分５以上が７８％）、地域移行が進まない理由は 

「家族の反対」「入所者の高齢化」いずれも８割、「本人の意思」４割弱（毎日新聞調査） 

https://mainichi.jp/articles/20170719/k00/00m/040/189000c 

・家族が施設を望む理由に目を向けたい 

・地域移行は理念止まり推進半ば／第４期障害福祉計画：地域移行目標１２％→実績５・８％ 

・「施設か地域か」の二項対立でなく 

○地域にある「優生」 https://mainichi.jp/articles/20191222/k00/00m/040/178000c 

・障害者施設への反対運動。開設断念・予定地変更など全国で６８件（毎日新聞調査） 

・「運営反対」「子どもの安全を守れ」の旗が… 

・障害者差別解消法は「周辺住民の同意を求めないことを徹底する」 

・不寛容なまなざし、子どもにも 

・営利企業のずさんな「福祉ノウハウ」 

・問われる自治体の姿勢／多くの自治体は「民と民との問題」と介入に及び腰 

 

２．裁判の評価  

〇裁判で明らかにならなかったこと 

・差別意識「働く中で生じた」／職員だった被告が３年半でなぜ変わったのか？ 

・神奈川県の利用者支援検証委員会で解明進む／２５人に虐待にあたる身体拘束の疑い 

・かながわ共同会のガバナンスは？ 

・知事が共同会の指定管理、方針を撤回、県議会で議論／入所者不在の議論にならないために 

 

３．事件が日本社会に問うていること 

〇過去の優生政策との関係 「旧優生保護法を問う」 https://mainichi.jp/eugenics-protection-law/ 

・障害者らを「不良な子孫」として「出生防止」を掲げた旧優生保護法 

・被害者の多くは知的障害者、精神障害者／一時金支給法はできたが‥‥ 

○ビジネスで拡大する新型出生前診断 「優生社会を問う」新たな命を選ぶ https://mainichi.jp/yusei-tou/ 

・強制ではない、ソフトな「優生」 

・技術の進歩で選別が容易に／不安ビジネスでゆがめられる「自己決定」 

○優生思想を無力化するために／優生思想の正体は何か？ 

 

かみひがし・あさこ 障害がある方の暮らしや福祉政策、性暴力などを取材していますキャンペーン報道「旧優生保護法を問う」で

新聞協会賞。共著に「強制不妊」（毎日新聞出版）。連載「優生社会を問う」→https://mainichi.jp/yusei-tou/ 

mailto:kamihigashi-a@mainichi.co.jp
https://mainichi.jp/articles/20170719/k00/00m/040/189000c
https://mainichi.jp/articles/20191222/k00/00m/040/178000c
https://mainichi.jp/eugenics-protection-law/
https://mainichi.jp/yusei-tou/
https://mainichi.jp/yusei-tou/

















